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【研究要旨】 

 角膜形状異常症の代表的疾患である円錐角膜に関して、その診断基準、重症度、およ

びガイドライン作製のための予備調査を行い、現況を調査した。さらに、Delphi 法によ

るグローバルコンセンサス確立のための会議に出席し、円錐角膜の診断と治療に関する

コンセンサスの原案を作成した。 

 

A. 研究目的 

 円錐角膜は、角膜中央が菲薄化し、角膜

実質の脆弱化に伴い角膜中央が前方突出す

る疾患である。この角膜変形によって不正

乱視が生じ、視機能が低下する。 

 本疾患の原因が不明であるため、従来は

細隙灯顕微鏡検査、プラチド型角膜形状解

析装置および視力測定によって疾患の診断

と重症度判定が行われてきたが、近年、さ

まざまな前眼部画像解析装置が開発され円

錐角膜がより早期に診断、あるいはより詳

細に解析できる可能性がある。 

 また、治療においても、従来は眼鏡矯正

で視力が不十分な症例にハードコンタクト

レンズを処方し、視力が十分でない場合に、

全層角膜移植が施行されていたが、近年、

ハードコンタクトレンズと全層角膜移植の

間の治療として、角膜内リング挿入術や深

部層状角膜移植が普及しつつある。さらに、

円錐角膜の進行予防のために角膜クロスリ
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ンキングが開発された。 

 このように、円錐角膜の診断と治療は近

年めまぐるしく変化している。 

 そこで、本研究では、今日の診療レベル

に応じた円錐角膜の診断基準、重症度、診

療ガイドラインを作成することを目的とし

た。 

 

B. 研究方法 

1) 過去の文献、成書から円錐角膜の診断基

準、重症度分類、診療ガイドラインに関す

る記述を渉猟し、現状を把握する。 

2)円錐角膜および角膜拡張症の定義、診断、

および治療に関する会議に出席し、Delphi

法によるグローバルコンセンサスを確立さ

せる。 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を尊

重し、関連する法令や指針を遵守し、大阪

大学および東京歯科大学の倫理審査委員会

の承認を得たうえで行うこととする。また

個人情報の漏洩防止、患者への研究参加へ

の説明と同意の取得を徹底する。 

 

 

C. 研究結果 

 角膜形状解析における円錐角膜とペルー

シド角膜変性の特徴を比較し、両者の特徴

的所見を明らかにするとともに、共通の所

見を有する症例が多いことが判明し、両者

は共通のカテゴリーに含まれる疾患である

ことが示唆された。OCT を用いて円錐角膜の

角膜上皮および実質の厚みを測定したとこ

ろ、角膜実質が菲薄化している部分に一致

して角膜上皮が菲薄化していた。これは実

質が菲薄化によって脆弱化したことによっ

て実質が前方突出している部分で、上皮が

その前方突出を抑制する代償機能を担って

いることが示された。 

 LASIK 後 の 角 膜 拡 張 症 で あ る

keratectasia と円錐角膜の高次収差を比較

したところ、両者は似通っており、

keratectasia の原因としてレーザーの過剰

照射よりむしろ円錐角膜の素因をもつ症例

が LASIK でその進行が加速された可能性が

あることが示された。 

 円錐角膜の治療に関しては、円錐角膜が

高度で白内障手術が必要な場合に、前房内

の視認性が不正乱視によって劣化するが、

術中にハードコンタクトレンズを装用させ

て手術を行うと、視認性が向上し、手術の

安全性に有用であることを示した。 

 さらに、現在の円錐角膜の診断の現況を

調査し、総説として記述した。 

 また、円錐角膜および角膜拡張症の定義、

診断、および治療に関する会議に出席し、

Delphi 法によるグローバルコンセンサスを

確立させるための会議、及びインターネッ

トによるアンケートに参加し、意見を交換

した。その結果、診断、内科的治療、およ

び外科的治療において大まかなコンセンサ

スが得られるとともに、未解決な事項が明

らかとなった。 

D. 考按 

 新しい前眼部画像解析装置の登場により、

円錐角膜の診断はより詳細に施行できるよ

うになった。これにより、以前より比較的

容易に行えた重症な症例に加え、より軽症

例まで診断が可能となっている。さらに、

各検査における特徴的所見が明らかになっ

たことにより、治療の適応を決定するため

の素地は整いつつあると考えられる。 

 その一方、円錐角膜の重症度は重症から

正常までの間で連続的に存在するため、そ

の重症度分類として現在適当なものがない

こと、軽症例の診断基準、および円錐角膜
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の進行の定義に関しては、また十分がコン

センサスが得られていないことが判明した。 

 よって、今後は、円錐角膜の軽症例の定

義を確立させ、新たな重症度分類を構築し、

それに基づくガイドラインを作製すること

が重要と考えられる。 

  

E. 結論 

 円錐角膜に対して、新たな疫学的調査を

開始することは、軽症例の診断基準が決ま

っていないことから、現時点では時期尚早

と考えられる。そのため円錐角膜の定義、

診断基準を明確にし、重症度別のガイドラ

インを確立させるため、引き続き調査が必

要である。 
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